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図　説

要 旨 結核は，主要な感染症であり，2021年の新登録結核患者は1万人を超えている．結核
患者に占める高齢者の割合は年々増加しており，2021年の新登録結核患者に占める80

─89歳の割合が29.9%と最も大きくなっている．結核では，2─3カ月の長期入院を余儀なくされ，
空気感染のため隔離環境で療養することになる．高齢化が進むなか，隔離環境での長期入院は，
廃用症候群の進行による日常生活動作（ADL）の低下をきたし，退院基準を満たした後でも元
の生活環境に戻れない状況に陥ることが懸念される．そのため，結核におけるリハビリテーショ
ンでは，いかに廃用症候群を予防し，入院前ADLを維持できるかが重要と考える．リハビリテー
ションを行う上での留意点は，呼吸機能障害，化学療法における副作用である．呼吸機能障害が
どの程度ADLに影響しているかを評価し，場合によっては在宅酸素療法（HOT）の導入を検討
することになる．また，結核自体の症状や化学療法の副作用の症状により訓練が思うように進ま
ないこともあるため，症状に応じた対応が必要となる．今後の課題としては，隔離環境での長期
入院による認知機能低下やメンタルヘルス低下へのアプローチと考える．

結核とは
1．疫学
　日本の結核罹患率（人口10万対）の推移は，1960
─1970年代は順調に減少していたが，1980年代には
減少傾向が鈍化し，1997年から 3 年連続で上昇した
ため，1999年には結核緊急事態宣言が発令された 1 ）．
1999年の結核罹患率は34.6であり，その後は緩やか
であるが減少を続けている（図 1 ）．2021年の結核
罹患率は9.2であり，罹患率10.0未満とする結核低ま
んえんの水準を初めて達成した．しかし，2021年新
たに登録された結核患者は11,519人，結核による死

亡数は1,844人（概数）であり，今でも主要な感染
症には変わりない 1 ）．
　結核患者に占める高齢者の割合は年々増加してお
り，2021年の新登録患者に占める80─89歳の割合が
29.9%と最も大きくなっている（図 2 ）1 ）．

2．感染様式
　結核は，空気感染によって伝

でん

播
ぱ

する感染症の代表
である．結核菌はヒトの体の中でしか生息できず，
環境の中には存在しないため，感染はすべて感染性
結核患者からの感染による．気道に病変のある結核
患者（肺結核，喉頭結核，気管・気管支結核）が咳
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